
  

 

 

 

 

 

 

 8月 10 日(日)、南流山センターで第 2 回市民環境

講座「ペットボトルで風力発電機作りに挑戦！」が行

われた。 

前日からの大型台風11号の進路を気にしながら迎

えた当日、小雨ながら強風で何時までできるか心配し

ながらの受付開始だった。7 月 21日発行された「広

報ながれやま」では、40 組の親子工作教室の電話申

し込みが、即日満員と前回 6 月と同様になった。申込

者は、全員参加で講座の欠席者なし。 

 

 

 

 

 

内容は、第 1回目の太陽熱エネルギー、【太陽のエ

ネルギーを実感しよう!】に続く自然エネルギーをテー

マにしたものである。１部は風力についての話が 30

分で小学 4 年生には、温暖化防止と自然エネルギーの

関連は解りづらかったか。台風のこともあり、時間は

伸ばせないので、すぐに第 2 部の工作体験の作業に入

る。工作は「風力発電実験キット」を使用した。各自

持参したペットボトルに印をつけて切り裂き羽根を

作ることからはじめた。先ずは標準的に 6・8 枚を作

製した。次いで 3・4 枚を作製した。大きさ・長さに

ついても時間があればやりたかったが、見本を見せて

家での宿題・自由研究とした。風力による発電を確か

めるために、発電モーターの端子にＬＥＤランプﾟを

接続しランプの点灯を確認した。（ほぼ全員が羽根を

回して発電し点灯した）女子も多く参加していたので、

理系女子の予備軍になるといいな・・・。順調に進ん

だ子供たちは発電機に電子メロデイを接続して発電

の確認をしたり実験を楽しんでいた。第 3 部の実験は、

予定より早く終了して台風の被害を避けたいとの環

境政策係の意向もあり、個々に実験はやっていたが、

全体については班での確認程度になってしまった。 
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最後は、ふり返りシートによって感想を書いてもら

い、班から一人ずつ発表もしてもらった。単にＬＥＤ

の点灯を喜ぶのではなく、発電の大変さや自然エネル

ギーによる環境にやさしい風力発電に気づき、ＣＯ２

の削減のために家庭でできる節電にも理解を深めて

もらいたい。 今回は、担当スタッフ 3人だけでなく、

エコマインドの会（大熊・山田・石井さん等）の方々

にも協力をいただき感謝しております。 

現在、風車の設置されている場所として私のかかわ

った所は、松戸市内で２か所、1 か所目はＯＢＮの

10 周年記念誌にも書いた松戸市立牧野原中学校で

10 年前のことである。 風力・太陽光発電プロジェ

クトとして、省エネと自然エネルギー普及のため、グ

リーン電力基金を運営する「広域関東圏産業活性化セ

ンター」の選抜によって選ばれた。発電された電気の

活用として、ミニビオトープを在校生と作り、池の水

の循環用のポンプを動かしてきた。 設置されたハイ

ブリッド型の太陽光・風力発電機と発電表示装置を理

科や総合的学習の授業に活用してきた。 2か所目は、

5年前に新松戸未来館の屋上にタテの筒形をした風車

が設置されている。回転するとしっかり発電している

が外から見えにくいのであまり知られていない。課題

として、諸外国(デンマーク等)のように私たちの生活

の中に風車が身近なものとして自然エネルギーとし

て理解されることを願っている。 

 

 

 

８月１日（金）、生涯学習センタ

ーにおいて「第 85 回省エネ市民会

議」が開催された。今回は「新エネ

ルギーの導入が急がれています。代

表的な新エネルギーとして太陽光、太陽熱、風力、バ

イオマス等がありますが何れもＣＯ２排出がない有益

なエネルギーです。今回は「風力発電」について参加

者の皆様と討議します」とし、自給エネルギーの会代

表の板倉正さんに風力発電について講演していただ

いた。板倉さんは自然エネルギーの思いを「2 児の親

として次世代にちゃんとした社会を残したいとクリ

ーン・エネルギーを追求している」と語った。 

１，世界の風力発電の設置状況 

２，国別設置状況（2010 年現在） 

 1 位：中国（42GW） 2位：米国（40GW） 

 3 位：独国（27GW）  4 位：スペイン（20GW） 

 5 位：インド（13GW）6位：イタリア（6GW） 

＊日本（2ＧＷ）は中国の 1／20 で 13位。 

8 月度「省エネ市民会議」 

風力発電について考えよう！ 



 6 月 7 日、流山市中央公民館

において環境講座のお話をしま

した。テーマは「この夏を快適

に！ エコについて聞き、話し

ましょう」です。エコという言

葉が日常的に使われていますが、参加者と同じ目線に

するためエコロジーとエコノミーの両方の意味を持

ち、経済成長と生態系が共生・共存した環境が好まし

い。こういう視点で温暖化を止める行動について説明

しました。今から 50 年前、日本は 1964年、東京

オリンピックの前後は成長が拡大、岩戸景気、いざな

ぎ景気に沸きました。新・三種の神器（３C）が生ま

れるほど購買意欲は旺盛でした。カラーテレビ・クー

ラー・カーです。日本経済はエネルギー自給率 4％で

すが、大量輸入し成長し、豊かになりました。当時、

私は 25 歳でしたので振り返り、豊かさを実感してい

ます。豊かな証拠は 1970年台、家電製品が下のグ

ラフのように 100 世帯で 5製品含めて 218 台が、

2010 年には 838台と 4倍に増え、5 製品すべて家

庭に入りました。カーも 1世帯 2代の世帯もあるほ

ど豊かさを満喫しています。 

 

 生活は豊かになりましたが、生態系はどうでしょう

か。ある農家の新聞投書によれば、「収穫が思うよう

にいかない、ジャガイモなどピンポン玉の大きさ」と

嘆いておられます。漁業では海水の温度が上がり、昨

年秋にはサンマとサケが南下せず、収穫ができなかっ

たようです。人間に恵みを与えている生態系に異変が

起こっています。大気の状況はどうでしょうか。ＣＯ

２の排出は止まらず、増え続けています。排出量の

40％は海や森林が吸収しますが、60％が大気中に溜

まり続けています。IPCC の第 5 次報告の中で世界の

平均気温を 2℃にするなら、2030年先進国は 10 年

比 50％の削減が期限が必要と示されています。IPCC

のパチャウリ議長は「温暖化はまだ入口の段階で、こ

の先、想像を超えた恐ろしいシナリオが待っている。

できるだけ早い段階で留めなければならない」と演説

しています。 環境省は今年、低炭素社会につなげる

情報・技術・知恵を共有し、連鎖的に広げるライフス

タイルイノベーションを起こそうと呼び掛けていま

す。 

 温暖化防止

ながれやまで

はスマートラ

イフをよびか

けています。 

一つは地下資源エネルギー（石油・石炭）の使用を最

小に！です。省エネの輪です。家庭の電気・ガスの光

熱費は平均 22万円（年間）、これを下げる下がった

光熱費でエコ投資をして下げる。下がった光熱費だエ

コ投資する。家電製品が最適です。買い替えはもった

いないかもしれないが、エネルギーを多く使う古い家

電機器の使用もエネルギーがもったいないと言える

でしょう。最近の家電機器（エアコン・冷蔵庫）はト

ップランナー制度で消費電力が10年前と比べ半分以

下になっています。ハードとソフトの使い方で消費電

力は更に少なくなります。二つは低炭素な街づくりで

す。年間 22 万円の光熱費を 10年間払い続けると

220 万円、光熱費は値上がりしています。現在太陽

光発電は 150 万円以下で設置できるそうです。この

太陽光発電を設置された家庭の売電と買電を見ます

と、固定価格買取制度で買い取り価格が高いので、年

間光熱費がゼロやゼロ以下になっている家もありま

第 1 回出前講座 

～この夏を快適に！ エコについて聞き、話しましょう～ 

                                 馬渡敏隆 



す。エコ投資は必要です。温暖化を止めるために、さ

らに快適な生活を守るためにも、エコ投資をして光熱

費を下げる工夫が大事と思います。私ごとですが、冷

蔵庫の買い替え、照明をいくつか LED に変えて、昨

年の夏と冬の 2 回、流山市の節電チャレンジに応募し

て「ながぽん」をいただきました。 

 スマートライフでお勧めしているのが、毎月の電気

使用量の確認と記録です。（東京電力からの使用量の

お知らせ） 

① 今月の使用量と昨年比も比較。 

② 契約アンペア 少ない方が基本料金が安い。 

③ 電気料金の計算方法 3 段階の区分があり、多く

なるほど高くなるシステム。 

④ 燃料費調整額 決められた価格より輸入価格が上

がれば、上乗せされる。 

⑤ 再エネ発電賦課金 太陽光発電設置者には固定価

格買取制度が適用されるので、未設置者から賦課

金を徴収するシステム高く買い取っているので、

差額を未設置者から徴収するシステム。 

これらの確認と合わせ 1 年間の記録です。興味ある方

は、ご自宅にある電力計（東電）による毎日の使用量

記録です。1 か月記録すると何かが分かります。今ま

で気が付かなかったことがわかり、個別の家電機器使

用料を調べてみようか、新たな課題が見えてきます。

個別の家電機器の使用量はエコワットで計測できま

す。1 日の使用量が見えてきます。 

 次にスマートムーズをお願いしています。（図下）  

この取組みはすでに始ま

っています。移動をエコ

にという事で、最寄りの

駅や買い物は徒歩や自転

車。また流山ではグリー

ンバスの利用です。 

 夏を元気に、お勧めしているのがグリーンパワーで

す。グリーンパワーで楽しく、涼しく、元気に夏を乗

り切りましょう。ゴーヤカーテンをお勧めしています。

直射日光を遮り、葉から水分を蒸散するので、大変涼

しく過ごせます。暑い夏の避暑対策はゴーヤカーテン

が一番のように思います。現在サーモカメラで温度分

布を撮影したり、熱中症予防の暑さ指数など、ゴーヤ

クラブは各家庭を観察してデータを提供しています。 

 流山市のキャッチフレーズは「都心から一番近い森

のまち」です、昨年から「まちなか森づくりプロジェ

クト」が開始され温暖化防止ながれやまも協賛してい

ます。また、ながれやまゴーヤクラブの「流山をゴー

ヤカーテンのまちに！」という取り組みにも協働して

います。暑い日、雑木林や森の中に入るとひんやりし

ます。流山をヒートアイランドならぬ、クールアイラ

ンドのまちに！ 緑の力を借りて、そういうまちにす

ることが流山の目標です。 

 各家庭ではゴーヤ

カーテン作りとあわ

せ、快適性を維持しな

がら、辛抱による省エ

ネでなく、スマートラ

イフにより地下資源

エネルギーを最小に使うシステムを作り上げましょ

う。すでに温暖化は始まっています。世界の平均気温

を2℃に抑えるには出来るだけ早くＣＯ２排出を減ら

さなければなりません。2℃以上高くなってしまうと

止めようとしても元に戻せないような気候変動が』

起きてしまう可能性もしてきされています。ＣＯ2

を減らすシステム作りが家庭や社会で必要になっ

ています。70 億人が住む地球で、豊かさを享受し

ていますが、異常気象が起こるたびに、自然の驚異

に怯えています。私たちの世代は人ごととは想えま

せん。 

 小中学生のポスターを見て

「どちらの空が好きですか？」

青い空を実現するために現在の

大人が先頭に立ちませんか。 



 

 

 

第 3 回環境講座 

１，日時＝10 月 18 日（土） 

     １３：３０～１５：３０ 

２，会場＝流山市クリーンセンター 

プラザ館（２Ｆ研修室） 

３，内容＝新川耕地の楽しさを知ろう！！ 

     オオタカや植物 そして自然を活かし 

まもるには・・・（生物多様性と温暖化） 

４，申込＝事前予約制（流山市環境部へ） 

＜プログラム＞ 

①新川耕地とオオタカなど猛きん類 

  講師：浅川裕之（NPOさとやま理事） 

②新川耕地の魅力と自然を楽しもう 

  講師：秋元五郎（小さな森づくり 

in 流山プロジェクト代表） 

③自然環境をまるために 

  講師：田中和孝（野田エコライフ推進の会代表） 

 

 

 

 

第４回環境講座 
 

１，日時＝１１月２日（日） 

      １０：00（予定） 

２，会場＝北部公民館 

      調理室＆第２会議室 

３，内容＝地産地消とフードマイレージ（仮称） 

      地元の野菜を使って料理します。 

４，メモ＝身のまわりに、どのくらい輸入食品がある 

だろう。加工食品や調味料にも目を向け、 

原料の生産地に関心を持つことで、運搬さ 

れる時に排出されるＣＯ２の量に気づき、 

これからの食品との付き合い方を考える。 

 

第 5 回環境講座 
 

１，日時＝平成 27年 2 月 15 日（日） 

     13：30（予定） 

２，会場＝流山市生涯学習センター 

      多目的ホール 

３，内容＝講演＆映画会 

  ①「天気の不思議」（仮題） 

    講師：井田寛子 

（ＮＨＫニュース９ 天気キャスター） 

 

  

 

 

 

 

 

  ②映画「地球温暖化最悪のシオナリオ＋６℃」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの市民環境講座のお知らせ 

http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.city.sapporo.jp/ncms/nishi/yamabeehon/images/ecolife002.gif&imgrefurl=http://www.city.sapporo.jp/ncms/nishi/yamabeehon/ecolife.html&h=170&w=260&tbnid=y2CBNZwBrDN7ZM:&zoom=1&docid=GZtOcyolJ09bgM&hl=ja&ei=sygNVNikLsaC8gXRloGABQ&tbm=isch&ved=0CFIQMyhKMEo4yAE&iact=rc&uact=3&dur=1353&page=19&start=272&ndsp=13


 

 

 

 

 

 

 

 

 

CO2 を閉じ込めろ （8月 25 日 朝日新聞より抜粋） 

いよいよ日本でも CO２を地中深く閉じ込めるＣＣＳ（ＣＯ２を回収、貯留）の建設が苫小牧で開始され

た。2016年から 3 年間かけて年間 10 万トン以上貯留する施設である。「温暖化防止ながれやまだより第

7 号」に掲載「回収ＣＯ２の油田封印を狙う」では「石油の原産国では、油田に排ガスから回収したＣＯ２

を注入（圧入）することによって、石油の増産ものぞめる」と勉強した。しかしながら、日本には閉じ込め

る原油層がない。 

ＣＣＳは工場の排気などからＣＯ２だけを回収し、圧力をかけて、地中に注入（圧入）してためておく装

置の技術である。苫小牧では、分離したＣＯ２を斜めに堀った井戸で海底下の地層に入れる。大きな排出源

の火力発電所や製鉄所が海岸近くにあるためだ。真下に入れるよりも候補地の選択技が広がるという。この

事業を請け負った「日本ＣＣＳ調査」によると世界始めての試みだという。この設備には巨額の費用を要す

るはずである。しかしながら、オットマン・エデンホワー共同議長は「ＣＣＳなしでは 2 度以内に抑えるの

はもはや無理」と話している。新聞にも「大量エネルギーを使う恒久的な対策には向かない」とあり、まだ

今後、たくさんの課題は残されている。（石垣） 

 

  国債1千兆円の借金生活こそ 

    温暖化の元凶 その責任は私たち！ 

 産業革命から石炭の燃焼が本格化し、以降化石燃料

の燃焼量は増加を続け、ＣＯ２等による温暖化で集中

豪雨屋竜巻が頻発する事態となりました。そのＣＯ２

削減には、家庭での省エネが未達なので、いまＣＣＳ

や排出権購入が必要となり、国民は巨額の費用を負う

事態になっています。一方私たちは多額の国債を使っ

て、大量消費、便利さの追求、快適さを更に癒し（猫

のような犬との散歩）さえ求める生活に陥り、省エネ

意識は薄れました。温暖化起因の竜巻や集中豪雨の天

災防止は自律的に活動したい。 

 「もったいない」や「足るを知る」が象徴する日本

伝統の良き生き方を温故知新で昇華し、私たちは温暖

化防止や国債返済を旨とする生活を勤しみたい。（Ｔ） 

 

編集後記 

8 月 17 日、「地球異変」としてアメリカ・カ

リフォルニア州での大規模な山火事のニュース

が掲載されていた。山火事が頻発するのは異常乾

燥が原因という。日本は、豊かな水に恵まれてい

るが、その裏返しで、この夏も方々で、豪雨によ

る被害が出ている。広島の土砂災害では、80 人

を超す死者、行方不明者を出し、住民たちもなす

すべもなく、立ちすくむばかりであった。 

「降れば洪水、照れば干ばつ、山火事、吹けば

竜巻」この極端な気象は地球の温暖化が拍車をか

けているという。私たちは、温暖化防止のため、

すぐに行動を起こさなくてはならないと思う。     

石垣幸子 


